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2023 年 5 月 8 日より新型コロナウイルス感染症の感染症法上の取扱いが 5 類に移行

することに決定しました。暫定指針発表後の研究でも、新型コロナウイルス感染妊婦か

ら出生した新生児の出生後の検査陽性率は 1.2％と低いことが報告されています 1)。ま

た、紙などに付着したコロナウイルの不活化は比較的早いことも示されています 2)。こ

の様な状況を鑑み、日本マススクリーニング学会は、新型コロナウイルス感染妊婦から

出生した新生児由来の濾紙血であっても、原則、他のろ紙血検体同様の取扱いで問題な

いと考え、「新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）感染妊婦から出生した児の新生児マス

スクリーニングろ紙血の取り扱いについての暫定指針（第 2 版）」（2021 年 3 月 22 日）

を取り下げます。 
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